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1 2025/3/3 50代 1  徳島市
なくそう人権侵害等の看板
設置を

近年は徳島のみならず世界で人権意識が高まっています。
民族や性別に関わらずあらゆる人々の人権を考慮することが大事だと思います。
徳島県庁西側の道路沿いには、啓発看板が数十年設置されていますが、今現在においては、外国人、ハーフの人々、海外からの帰国者、女性、障がい者、
LGBTQ等に対する偏見や差別といった数多くの人々に対する人権侵害が存在しています。
更に人権意識を高める為に「なくそう人権侵害」等の看板を設置し、県民及び来県者の方々に掲示してはどうでしょうか。

2 2025/3/7 50代 1 千葉県 犬猫殺処分について

初めまして。県外から失礼いたします。
今、殺処分ゼロを目指す県が多い中、徳島はすぐ殺処分するということで有名なのはご存知ですか？
インスタなどをご覧ください。徳島県の事について載せている方は非常に多いです。問い合わせも増えてるのでは？
過去の事も出ていて、一度書類送検されてますよね。
引き取りの手が上がっているのに殺処分する徳島として、最近は皆さんが騒いでます。
そんな県に私は旅行に行こうとは思いません。処分すれば補助金か何かが出るから殺していると皆書いてますが、事実ですか？
そんなことよりも、旅行に行くのをやめる人が増える方が県にとって不利益ではないでしょうか？
そろそろ”ボイコット徳島県”というタグが立つのではないでしょうか？私は臨床心理学の大学院生ですが、SNSを甘くみていると大変な事になりますよ。
もう少し色々お考えになって徳島県動物愛護管理センター、保健所などに指導してはいかがでしょうか。
「徳島県動物愛護管理センター」とは名ばかりで、実は「動物殺害センター」や。と書かれてますよ。
で、後藤田のせいで殺されていく、とかなりのサイトが書いてます。小さな声が集まれば影響力が出ます。
一度ご検討ください。熟考してください。
よろしくお願いいたします。

3 2025/3/8 50代 1 東京都 徳島動物愛護管理センター

後藤田知事ありがとうございます
殺処分ゼロを公言してくださった動画を見ました。ピースワンコさんは大きな団体さんで、そうなると色々なことをいう人が出てきますが実績もあり、幅
広く活動されているので、信頼できるところだと思います。
公言通り殺処分ゼロを達成してほしいです。
失礼ながら貴県のセンターはもうずっとずっと前から評判が悪いです。野犬は「いらない命」だそうです。人間はそんなにえらいのでしょうかね…
後藤田知事が殺処分ゼロを公言されたことで表向きはいいようにしているかもしれませんが、「隠れて処分していてもおかしくない」と言われているほど
です。
環境省へも嘘の殺処分数を報告していると。
県できちんと調査をしてほしい。そして、職員の総入れ替えを願います。近くの岡山県はとても頑張ってくださってるところです。団体さんの存在もかな
り大きく、協働して本当にずっと頑張ってくださってます。野犬を「いらない命」などとは考えず人馴れ訓練を地道に行って譲渡につなげています。現在
のセンターの職員を総入れ替えして新生センターで、他県へ研修に行き、ぜひ岡山を手本に殺処分ゼロ達成、そして継続してほしいです。
「いらない命」などありません、殺処分トラックもいりません、避妊去勢を徹底して、県で管理をすれば住民の意識も変わります。
今まで評判は良くありませんでしたが、だからこそ改善できることが山ほどあります。どうか頑張ってください。
そして、センターの調査・管理・職員の入れ替えを心から願います。応援されるセンターになってください

4 2025/3/24 50代 1 東京都 殺処分ゼロについて

後藤田知事の「殺処分ゼロ」の発言、とても嬉しかったです。
以前より徳島のセンターは評判が悪かったので、余計です。
多くの方が注目していると思いますので、まずは団体さんの力を借りて「殺処分ゼロ」を達成し、団体さんとの協働、そして、センターでも熱心に動物愛
護に取り組んでくださることを心から願います。
現在、センターの収容動物の表示は、動物１匹に振られる管理番号がありません。
以前、動物を取り違えるということもあったそうです。
他のセンターではほとんどが管理番号等をつけています。岡山では管理番号＋センターでの呼び名、です。
ぜひ手本にしてもらいたいです。
そして、掲載期限の表示がなくなりました。いつまで掲載されるかわからない、掲載が消えたら動物はどうなるのか、その説明もありません。
古い日にちに収容された子たちの情報が少しづつ消えていってます。やはり殺処分トラックなんでしょうか。
すぐに変わるのは難しいかもしれませんが、相手は命です。ぜひ明日からでも命を守るセンターになって欲しいです。
センターも職員さんたちには税金で動いているセンターだと改めて認識してもらいたい気持ちもあります。
煩わしいと思うボランティアさん、団体さんがいたとしても、きちんと話を聞いてほしい、センターの風通しを良くし、閉ざさないでもらいたいです。
「殺処分ゼロ」を信じて楽しみにしています。
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